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<研究概要>

湖沼堆積物には過去の生物群集や環境状態を物語る痕跡として、動植物プランクトンの遺骸や休眠卵、湖内や集
水域に由来する多様な有機物が年代ごとの層となって保存されている。本研究は、複数の高山湖（羅臼湖、ニセ
コ大沼、白馬大池）と平地湖（阿寒湖、渡島大沼、木崎湖）を対象に堆積物を採集し、年代ごとに生物・化学情
報を最新の分子生物学や有機物分析技術を利用して抽出し、各サブテーマの成果を比較することにより、人間活
動が顕著となった過去１００年間の湖沼生物群集とその変遷を把握する。また、高山湖と平地湖での成果を比較
することで温暖化など広域的な変化要因と富栄養化など地域的な変化要因の影響の識別を行う。
　(1) 堆積物の動物プランクトン情報を用いた湖沼生物群集の復元
　湖沼食物網の鍵となる動物プランクトンを対象に、堆積物に残された遺骸の定量解析に加え、休眠卵やシスト
のDNA解析を行うことで過去の群集構造とその変遷を、種レベルだけでなく、クローン（血縁関係）レベルで高精
度に復元する。さらに、調査湖沼間での変遷の違いや他のサブテーマの成果と比較することで生物群集の変化要
因を解明する。
　(2) 堆積物の藻類・光合成色素を用いた湖沼の栄養・物理環境の復元
　殻が分解しにくい珪藻や大型緑藻類の遺骸分析に加え、各藻類の分類群特有の光合成補助色素を解析すること
で、湖沼の一次生産を担っている植物プランクトン群集を高精度に復元する。また藻類の群集組成や殻の形態的
特徴から湖内の栄養環境と光環境を、藻類色素由来物質から食物連鎖強度を復元する。さらに、細菌の膜脂質化
合物を用いた周辺土壌の水温復元など湖沼生態系の物理環境復元のための生物化学的手法の開発を行う。
  (3) 堆積物の有機物・安定同位体を用いた湖沼と集水域環境の復元
　堆積物が含むリグニンなど陸上起源有機物を分析することで集水域からの有機物供給やその被覆・植生を復元
する。最新の安定同位体科学の手法を適用し、窒素、硫黄、鉛等の安定同位体を用いた大気降下物や集水域から
の栄養塩負荷、炭素安定同位体を用いた一次生産の季節性変化、動物プランクトン遺骸の炭素・窒素・酸素の安
定同位体分析による過去の食物網や温度変化影響の解析を行い、湖沼環境生態系の高度復元を行う。
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